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が
合
計
で
22
・
２
％
だ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
比

べ
て
、
徐
々
に
増
え
て
い
る

こ
と
も
あ
り
今
後
も
充
実
し

た
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
日

本
公
庫
は
「
厳
し
い
事
業
環

境
は
続
く
。
融
資
だ
け
で
な

く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
に

よ
る
コ
ン
サ
ル
機
能
を
発
揮

し
、
支
え
て
い
く
」
と
し
て

い
る
。

期
を
頂
点
に
23
年
３
月
期
は

例
年
並
み
。
残
高
も
28
兆
９

７
０
億
円
と
前
年
同
期
に
比

べ
96
％
と
減
少
傾
向
だ
。
農

林
水
産
事
業
は
物
価
や
飼
料

価
格
高
騰
を
受
け
て
事
業
者

に
対
し
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
を
発
揮
し
、
実
績
、
残

高
と
も
に
増
加
し
た
。

コ
ロ
ナ
関
連
貸
付
け
は
条

件
変
更
や
追
加
融
資
実
行
先

億
円
と
同
23
％
縮
小
し
て
い

る
。国

民
生
活
事
業
の
与
信
関

係
費
用
は
５
３
７
億
円
増

加
、
保
険
勘
定
で
保
険
金
の

支
払
い
も
増
え
た
。
保
険
契

約
準
備
金
が
１
５
１
２
億
円

と
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
が
純

損
失
減
に
つ
な
が
っ
た
と
見

立
て
る
。

総
融
資
実
績
は
21
年
３
月

て
１
１
８
８

億
円
赤
字
を

減
ら
し
た
。
中
小
融
資
勘
定

で
の
与
信
関
係
費
用
の
減
少

な
ど
が
要
因
。
コ
ロ
ナ
関
連

融
資
も
ピ
ー
ク
を
超
え
、
総

融
資
実
績
は
３
兆
７
８
７
１

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
６

日
、
２
０
２
３
年
３
月
期
決

算
を
発
表
し
た
。

純
損
失
は
２
６
８
７
億
円

と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
べ

場
を
広
げ
る
狙
い
が
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
非
財
務
情
報
は

グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
公
的
基
準

が
未
整
備
で
、
対
応
す
る
上

場
企
業
は
膨
大
な
労
力
が
か

か
る
。
運
用
機
関
は
企
業
ご

と
に
開
示
デ
ー
タ
が
違
う
こ

と
で
情
報
収
集
、
比
較
評
価

が
困
難
だ
。
ベ
ー
タ
版
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
上
場
企
業
が
各

運
用
機
関
で
重
視
す
る
Ｅ
Ｓ

Ｇ
情
報
の
開
示
項
目
や
背
景

な
ど
を
直
接
、
統
合
的
に
確

認
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
予
定
。

上
場
企
業
と
の
対
話
い
わ
ゆ

る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活

動
の
促
進
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

す
る
。

今
夏
を
め
ど
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
向
け
、
共
同
で
一
般

社
団
法
人
を
設
立
。
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
向
上
す
る
解
決
策
構

築
に
継
続
的
に
取
り
組
む


同
検
討
に
関
す
る
覚
書
を
交

わ
し
た
。
運
用
機
関
と
そ
の

投
資
先
の
上
場
企
業
を
継
ぎ

目
な
く
つ
な
ぎ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

相
互
理
解
や
情
報
開
示
な
ど

を
促
す
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
Ｐ
Ｆ
）
を
構
築

し
有
用
性
を
検
証
す
る
。
今

後
、
幅
広
く
利
用
企
業
を
募

り
、
今
秋
に
Ｐ
Ｆ
の
ベ
ー
タ

版
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム｣

を
つ
く
り
有
効
性
を
確

か
め
将
来
の
正
式
な
サ
ー
ビ

ス
立
ち
上
げ
に
向
け
た
検
討

を
共
同
し
て
推
し
進
め
る
。

現
状
で
参
加
を
表
明
す
る

の
は
み
ず
ほ
、
三
井
住
友
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
３
メ
ガ
バ
ン

ク
を
は
じ
め
、
あ
い
お
い
ニ

ッ
セ
イ
同
和
損
保
、
三
井
住

友
海
上
損
保
ジ
ャ
パ
ン
東

京
海
上
日
動
日
本
生
命
日

立
製
作
所

Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ

の
円
滑
な
流
通
を
支
え
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
で
、
国
内
外
の

機
関
投
資
家
や
発
行
体
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
効
果
的
・
効
率
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

促
進
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
市

金
融
機
関
各
社
が
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
発

展
に
向
け
た
事
業
構
想
の
共

12
日
付
１
面

の
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
記
事
で
、
事
業
承

継
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
成
約

件
数
は
正
し
く
は
43
件
で

す
。

上
げ
る
こ
と
が
肝
心
」
（
倉

中
会
長
）
と
重
ね
る
。
銀
行

出
身
の
目
で
見
て
も
現
在
の

貸
金
業
者
１
５
３
０
社
、
協

会
員
１
０
２
０
社
は
真
摯
に

犯
罪
防
止
に
向
き
合
っ
て
い

る
と
評
価
し
て
い
る
。

ン
ト
・
相
談
員
協
会
の
永
沢

裕
美
子
代
表
理
事
を
迎
え
、

両
者
の
助
言
で
人
材
派
遣
会

社
や
職
域
展
開
も
視
野
に
置

く
。
「
貸
金
業
協
会
が
や
る

こ
と
へ
の
懸
念
の
払
し
ょ
く

に
は
、
地
道
に
実
績
を
積
み

た
め
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
す
」
と
福
田
光
秀
社
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
国
際
社

会
経
済
研
究
所
の
藤
沢
久
美

理
事
長
、
日
本
消
費
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
Ｃ
Ｆ
）
、

ア
コ
ム
、
レ
イ
ク
の
新
生
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
、
ア
イ
フ
ル

の
大
手
社
が
即
時
に
賛
意
を

示
し
た
。
無
担
保
融
資
シ
ェ

ア
の
過
半
を
４
社
が
も
つ
。

10
数
年
、
単
独
で
金
融
教

育
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
Ｓ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｆ
の
金
子
良
平
社

長
は
「
詐
欺
や
犯
罪
防
止
教

育
の
必
要
性
を
１
社
で
訴
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
業
界
団

体
で
の
表
明
は
波
及
効
果
が

大
き
い
」
と
話
す
。
貸
金
業

者
が
金
融
経
済
教
育
を
手
が

け
る
こ
と
に
当
初
は
理
解
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
で

は
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
多
く

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
全
体
の

活
動
に
進
化
し
て
い
る
。

「
ト
ラ
ブ
ル
や
詐
欺
被
害

防
止
は
重
要
な
社
会
課
題
。

積
極
的
に
活
動
に
取
り
組
み

被
害
防
止
に
尽
力
す
る
」

（
ア
コ
ム
・
木
下
政
孝
社

長
）
、
「
社
会
で
生
き
抜
く

力
を
育
む
こ
と
は
大
変
有
意

義
」
（
新
生
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
和
智
正
社
長
）
と
そ
れ

ぞ
れ
語
る
。
ア
イ
フ
ル
の
大

友
裕
之
執
行
役
員
は
「
若
年

層
中
心
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

呼
び
か
け
に
プ
ロ
ミ
ス
の

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

問
題
が
あ
る
」
。
両
行
は
16

年
に
包
括
提
携
を
実
施
。
ち

ば
ぎ
ん
証
券
と
は
そ
れ
ぞ
れ

の
間
で
金
融
商
品
仲
介
業
務

契
約
を
結
ぶ
。
仕
組
債
の
販

売
は
22
年
８
月
に
全
面
的
に

中
止
し
て
い
る
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

行
へ
も
22
年
５
月
か
ら
23
年

６
月
ま
で
長
期
に
わ
た
り
行

わ
れ
た
。
証
取
委
は
「
投
資

家
の
方
針
や
過
去
の
経
験
な

ど
を
適
切
に
把
握
す
る
仕
組

み
が
で
き
て
い
な
い
、
想
定

さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム

も
実
態
を
伴
わ
ず
、
重
大
な

証
券
仲
介
を
指
示
し
た
こ
と

も
判
明
。
証
券
営
業
員
は

「
顧
客
の
利
点
よ
り
銀
行
と

の
良
好
な
関
係
性
を
維
持
す

る
こ
と
を
優
先
し
た
」
と
コ

メ
ン
ト
す
る
。

ち
ば
ぎ
ん
証
券
へ
の
立
ち

入
り
検
査
は
21
年
11
月
、
両

点
な
ど
内
部
管
理
態
勢
不
備

が
指
摘
さ
れ
た
。

行
員
へ
の
聴
取
で
は
「
紹

介
客
も
自
分
の
収
益
と
な

り
、
収
益
効
率
が
良
い
」
の

声
が
あ
っ
た
。
各
支
店
長
に

役
員
が
支
店
別
の
仕
組
債
収

益
実
績
表
を
送
り
積
極
的
な

券
の
稼
働
口
座
数
に
対
す
る

苦
情
相
談
件
数
の
割
合
は
日

本
証
券
業
協
会
会
員
の
中
で

19
年
度
か
ら
３
年
連
続
最

多
。
さ
ら
に
苦
情
を
一
方
的

申
し
出
と
し
て
処
理
し
、
業

務
改
善
に
適
切
に
生
か
せ
な

か
っ
た
。
日
証
協
か
ら
の
３

度
の
注
意
喚
起
で
会
議
体
を

発
足
し
対
応
し
た
が
、
実
効

性
は
不
十
分
と
い
う
こ
と
。

銀
行
側
に
は
高
金
利
、
短

期
間
と
い
っ
た
優
位
性
の
強

調
で
の
誘
引
が
あ
り
投
資
者

保
護
上
の
問
題
行
為
が
あ
っ

た
。
武
蔵
野
銀
は
仕
組
債
に

偏
っ
た
研
修
も
実
施
、
苦
情

分
析
も
な
い
。
交
渉
経
緯
記

録
へ
の
説
明
内
容
の
記
載
や

経
営
陣
の
管
理
が
不
十
分
な

確
か
め
ず
紹
介
さ
れ
、
証
券

で
経
験
を
確
認
さ
れ
て
購
入

し
た
80
人
の
う
ち
34
人
は
投

資
未
経
験
か
、
仕
組
み
債
購

入
を
す
る
だ
け
の
経
験
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。

説
明
不
十
分
な
例
も
あ
る
。

顧
客
か
ら
は
「
投
資
経
験

が
な
い
の
に
仕
組
債
を
勧
誘

さ
れ
、
額
面
割
れ
償
還
に
な

っ
た
」
、
「
銀
行
の
顔
見
知

り
の
行
員
か
ら
購
入
を
勧
め

ら
れ
損
失
を
被
っ
た
」
な
ど

の
苦
情
が
出
た
。
そ
の
数
は

２
０
１
９
年
度
か
ら
の
３
年

間
で
計
87
件
。
ち
ば
ぎ
ん
証

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
要
請
や

依
頼
と
取
れ
る
形
で
顧
客
を

紹
介
。
証
券
会
社
も
銀
行
員

か
ら
受
け
取
っ
た
ま
ま
適
合

性
の
把
握
な
ど
を
怠
り
、
勧

誘
し
て
い
た
。

証
取
委
の
発
表
で
は
個
人

の
仕
組
債
保
有
者
８
４
２
４

人
の
う
ち
２
４
２
４
人
は
仕

組
債
の
購
入
対
象
と
な
る
積

極
的
な
値
上
り
益
を
重
視
す

る
顧
客
で
は
な
か
っ
た
。
銀

行
側
で
投
資
経
験
の
有
無
を

る
。本

来
想
定
さ
れ
た
枠
組
み

で
は
銀
行
側
は
顧
客
に
、
証

券
会
社
の
取
り
扱
い
商
品
の

概
要
を
説
明
す
る
だ
け
で
、

証
券
会
社
が
さ
ら
に
投
資
経

験
や
目
的
な
ど
の
属
性
を
確

認
し
て
勧
誘
を
行
う
は
ず
だ

っ
た
。
実
際
、
銀
行
側
は
顧

客
属
性
を
確
か
め
ず
に
仕
組

債
の
購
入
を
呼
び
掛
け
、
証

券
会
社
に
も
「
で
き
た
ら
リ

ン
ク
債
で
１
０
０
０
万
円
や

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会

は
９
日
、
千
葉
銀
行
と
武
蔵

野
銀
行
、
千
葉
銀
傘
下
の
ち

ば
ぎ
ん
証
券
に
「
仕
組
債
の

販
売
で
法
令
違
反
行
為
が
あ

っ
た
」
と
し
て
首
相
と
金
融

庁
に
行
政
処
分
を
行
う
よ
う

勧
告
し
た
。
複
雑
で
リ
ス
ク

の
高
い
仕
組
債
を
十
分
な
説

明
な
し
に
販
売
し
た
と
す

イ
ン
パ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
な
ど
の
施
策
を
迅
速

に
動
か
す
考
え
だ
。

経
産
省
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
育
成
や
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業

創
出
へ
の
一
環
で
12
日
、
欧

米
中
心
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
に
起
業
家
や
学
生
な
ど

を
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｊ

―
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
Ｘ
の
参
加
者
の

募
集
を
始
め
た
。
従
来
、
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
連
携
し
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
な
ど
に
派
遣
す
る

事
業
を
進
め
て
き
た
が
、
今

年
度
か
ら
欧
州
、
中
東
、
ア

ジ
ア
な
ど
に
派
遣
地
域
を
広

げ
た
。
募
集
人
数
も
拡
大
し

て
今
後
５
年
間
で
１
０
０
０

人
規
模
の
起
業
人
材
の
海
外

派
遣
を
目
指
す
。
今
回
は
フ

ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
コ

ー
ス
へ
の
参
加
者
を
募
る
。

現
の
３
本
柱
。
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
制
度
充
実
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
強
化
、

計
画
を
打
ち
出
す
。
人
材
、

資
金
供
給
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
―
―
が
実

ら
改
称
し
た
。

岸
田
文
雄
首
相
は
大
賞
の

ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い

て
、
情
報
の
偏
り
や
社
会
の

分
断
と
い
う
世
界
的
な
社
会

課
題
に
対
し
「
良
質
な
情
報

を
必
要
な
人
に
届
け
る
、
を

使
命
に
国
内
だ
け
で
な
く
米

国
な
ど
海
外
に
進
出
す
る
こ

と
を
評
価
。
「
社
会
課
題
の

解
決
を
担
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
は
ま
さ
に
新
し
い
資
本
主

義
の
考
え
方
を
体
現
す
る
」

と
述
べ
た
。

政
府
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

政
策
の
強
化
に
向
け
、
投
資

額
を
27
年
度
に
、
現
在
の
10

倍
超
の
10
兆
円
規
模
と
す
る

や
起
業
家
へ
の
評
価
を
浸
透

さ
せ
て
社
会
全
体
で
の
挑
戦

意
識
を
高
め
る
狙
い
が
あ

る
。
15
年
か
ら
の
「
日
本
ベ

ン
チ
ャ
ー
大
賞
」
を
22
年
か

施
し
た
。
若
者
や
起
業
家
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
社
会

的
に
強
い
影
響
力
が
あ
る
新

事
業
を
生
み
出
し
た
先
を
表

彰
、
積
極
的
挑
戦
の
重
要
性

政
府
は
９
日
、
「
日
本
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
大
賞
２
０
２

３
」
の
表
彰
式
を
官
邸
で
実

週間株価推移

三菱ＵＦＪ
三井住友
み ず ほ
コンコルディア
しずおか
千 葉
ふくおか
八 十 二
め ぶ き
ほくほく
ゆうちょ

お天気マークは前日比で上昇は● 
横ばいは 、下落は。▲は下落幅を
示す。
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8比

28.6

169.0

39.5

11

8

▲15

132

18

5

41

9

総 合

｢ガブテック｣デジタル国家の基盤を
ｘＩＤ･日下光ＣＥＯ

総 合

顧客からの評価がすべて
旭川信金 武田智明新理事長

７日の総代会とその後の

理事会を経て就任した武田

智明理事長。現場トップの

本店長から突然の金庫全体

の指揮を預かる立場と変わ

ったが、顧客目線の現場感

覚をもとに「もっと、もっ

と顧客から必要とされる信

用金庫」を目指して、これ

から金庫の舵を取る。武田

理事長に今後の基本方針な

どを中心に話を聞いた。

大手行･証券･保険

Ｖポイントに名称統一
三井住友ＦＧ･ＣＣＣ

三井住友フィナン

シャルグループ（Ｆ

Ｇ）とカルチュア・

コンビニエンス・ク

ラブ（ＣＣＣ）など

は13日に会見を開

き、両グループが提

供するポイントサー

ビスを統合し新たな「Ｖポイント」を2024年春か

らスタートすると発表した。ポイント事業の先駆

けともいえる「Ｔポイント」の名前は消えるが、

特徴的な青と黄のカラーは残す。両者の強みを掛

け合わせ、「みんなが使えるポイント｣を目指す

ノンバンク･

ＩＤ数の従量課金撤廃
ＳＢＩビジネス･ソリューションズ

地 域 銀

住宅ローン獲得に勢い
百五銀

信金･信組

｢家康ゆかりの地｣盛り上げ
中部信金

文 化

｢新興生態系｣形成へセミナー第３弾
東海財務局

２

３

４

５

６

７

８

訂
正

て
は
先
進
国
で
は
な
く
む
し
ろ
遅

れ
て
い
る
と
実
感
す
る
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
も
触
れ

た
。
４
月
の
「
Ｇ
７
群
馬
高
崎
デ

ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
会
合
」
で
も

生
成
Ａ
Ｉ
が
一
番
の
話
題
で
、
技

術
の
可
能
性
へ
の
議
論
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。
Ｇ
７
加
盟
国
だ
け
で

国
際
的
な
規
制
は
で
き
な
い
、
と

し
な
が
ら
「
何
ら
か
の
ル
ー
ル
は

必
要
」
と
の
認
識
を
示
す
。
信
頼

性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通

（
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
）
の
国
際
的
枠
組
み

を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
。
「
悪
用
す
る
人
間
を
野
放
し

に
し
な
い
た
め
に
も
技
術
開
発
を

続
け
て
行
か
ね
ば
」
。

ウ
エ
ア
姿
で

登
壇
し
た
。

開
口
一
番
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
事

業
で
は
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
対
応
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
た
だ
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
際
、
紙
ベ
ー

ス
で
や
り
取
り
に
時
間
を
要
し
た

反
省
か
ら
、
短
期
間
で
シ
ス
テ
ム

化
に
踏
み
切
っ
た
自
治
体
も
あ
る

と
し
て
「
や
ら
な
い
理
由
は
色
々

と
あ
げ
ら
れ
る
が
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
待
っ
た
な
し
」
と
い

う
。
日
本
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

総
務
省
と
デ
ジ
タ
ル
庁
が
後
援

し
５
、
６
日
に
都
内
日
経
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
「
世
界
デ
ジ
タ
ル
サ

ミ
ッ
ト
２
０
２
３
」
。
６
日
の

「
か
り
ゆ
し
閣
議
の
日
」
に
、
河

野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相
が
か
り
ゆ
し

ま
ず
大
手
４
社
協
働

証
取
委

証
取
委

純
損
失
２
６
８
７
億
円

融
資
落
ち
着
き
条
件
変
更
は
増

仕
組
債
の
販
売
で
法
令
違
反

受賞企業
受賞部門受賞部門

日本スタートアップ大賞
(内閣総理大臣賞)

グローバル賞
(経済産業大臣賞)

ダイバーシティ賞
(経済産業大臣賞)

農業スタートアップ賞
(農林水産大臣賞)

大学発スタートアップ賞
(文部科学大臣賞)

医療･福祉スタートアップ賞
(厚生労働大臣賞)

国土交通スタートアップ賞
(国土交通大臣賞)

審査委員会特別賞

※ＰＦ＝プラットフォーム

企業企業

スマートニュース

五常･アンド･
カンパニー

ミツモア

ビビッドガーデン

マイクロ波化学

ミライロ

アンドパッド

ｉｓｐａｃｅ

ＣｕｒｅＡｐｐ

坪田ラボ

内容内容
人間とＡＩの協業によるスマ
ホ向けニュース配信アプリ
途上国でのマイクロファイナ
ンス事業
集客ＰＦとオペレーション
改善のＳａａＳ提供
生産者と消費者を直につなぐ
ＰＦ｢食べチョク｣
モノづくりのカーボンニュー
トラルを実現するＰＦ

障害者のエコシステム構築

建設業界のＤＸトータル支援

月に新たな経済圏を創出

ソフトウェアで｢治療｣を再創造

眼疾患や脳疾患の課題解決

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
大
賞
決
定

内
閣
総
理
大
臣
賞｢

ス
マ
ニ
ュ
ー｣

政

府

政

府

行政デジタル化｢待ったなし｣行政デジタル化｢待ったなし｣行政デジタル化｢待ったなし｣
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
国
際
的
枠
組
み
を
け
ん
引

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相

民間金融など

ＥＳＧ投資でデジタルプラットフォーム
夏に一社法人秋からベータ版

日
本
公
庫･

23
年
３
月
期
決
算

日
本
貸
金
業
協
会
は
14
日
、
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設

立
し
た
。
ま
ず
大
手
４
社
が
協
働
す
る
。
起
業
・
副
業
・
ア
ル
バ
イ
ト
詐
欺
な
ど
の

被
害
が
急
増
、
特
に
若
年
層
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
金
融
犯
罪
の
手
口
も
巧
妙

化
、
複
雑
化
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
個
社
で
行
う
金
融
教
育
の
知
見
を
集
約
、
高
度

化
す
る
。
昨
年
６
月
に
就
任
し
た
貸
金
業
協
会
の
倉
中
伸
会
長
は
「
協
会
が
絡
む
こ

と
で
中
立
性
を
高
め
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
提
供
。
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
、
回
避

が
で
き
る
安
心
安
全
を
守
る
技
術
を｣

と
意
気
込
む
行
政
、
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
も
一
層
強
め
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
信
販
業
界
な
ど
近
隣
業
界

も
巻
き
込
み
た
い
考
え
だ
銀
行
証
券
業
界
と
は
違
う
側
面
で
の
教
育
を
目
指
す
。

社
長
、
役
員
が
そ
ろ
っ
て

会
見
（
右
か
ら
）
新
生
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
和
智
正

氏
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｆ
・
金

子
良
平
氏
、
貸
金
業
協
会

・
倉
中
伸
氏
、
ア
コ
ム
・

木
下
政
孝
氏
、
ア
イ
フ
ル

・
大
友
裕
之
氏

日

本

貸
金
業

協

会

日

本

貸
金
業

協

会

｢

点｣

の
活
動
面
的
展
開
へ
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